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取我史」ニク＞注注選蒙鴫匡巧頁

本器を使用する前に、 取扱説明書を熟読されますようにお願いいたしま

す。

1. 本器の出力に外部から電圧 ・ 電流を加えないでください。

2. 使用温度範囲(- 1 0 ~+40℃)、 使用湿度範囲(20~85%RH、
ただし結露除く）以内で御使用ください。

高湿度下、 低温場所に保管されていた本器を取り出して使用するときに

は結露しやすいので、 充分使用環境温度になじませてから御使用くださ
し‘◇

3. 本器の保管場所は、 下記のような場所を避けてください。

0湿度の多い場所

0直射日光の当たる場所

0高温熱源の周辺

0振動の激しい場所

0ちり、 ゴミ、 塩分、 水、 油、 腐食性ガスの充満している場所

0プラグインユニット単体で保管される場合は、 静電気防止用シ ー ト

に包んで保管願います。

4. プラグインユニットを取り外したり、 差入れたりする場合は、 必ず本体

の電源スイッチをOFF(断）にしてから行なってください。

叉必ず本体ケ ー ス、 コントロ ー ルユニットと組み合わせて御使用くださ

い。 故障の原因となります。



1 フィルタアンプユニットの説明

1 -1 前面パネル各部の名称と機能
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番号 名 称 機 能

① オー パー 表示 測定範囲を越える入力が印加されたときに
(OVER) 点灯します。

② セルフチェック セルフチェックの結果が表示されます◇ 異
表示 常時には赤色が、 正常時には緑色のLED

(CHECK) が 点灯します。

③ モニタ表示 コントロ ールユニット側で表示されている
(MON) とき点灯します。

④ 極性切り換え キ ーを押すことにより、 フイルタアンプの

キ ー 入出力の位相を同極性、 逆極性に切り換え
ることが出来ます。

⑤ 微調翌用 利得調茎を行います。 左一杯に回したとき
ボリュウム 、 利得は Xlです◇ 右に回すに従って 、 利

(VAR) 得が大きくなります。 右一杯に回したとき
利得は X5 以上となります。

⑥ 入力切り換え 入力ON 、 OFFの切り換えを行ないます

キ ー LED点灯時は入力がONとなっています
(MEAS)

⑦ モー ド切り換え フィルタ特性の切り換えを行います。 BE
キ ー Sのとき、 4 ポールベッセル形フィルタで

、 BUTのとき、 4 ポ ールパター ワ ース形
(MODE) フィルタになります。 W/Bのとき、 フィ

ルタ回路が切り離されます。

⑧ レンジ切り換え カットオフ周波数の切り換えを行います。
キ ー 囚でカットオフ周波数は低くなります。 一

番上まで行き、 さらに押されると一番下の
レンジに設定されます◇

(RANGE) 団でカットオフ周波数は高くなります。 一

番下まで行き、 さらに押されても設定は変
更されません。 lHz~16Hzまでの範

囲を切り換えることが出来ます。

⑨ 零調翌用 左 一杯に回すと約 ー lV、 右一杯に回すと
ポリュウム 約＋ lV出力電圧が移動します。

(ZERO) 

⑩ CALキ ー 校正値が印加されます。 このときLEDが
点灯します。 校正値は＋ lVです。 (VA 

R ⑤が左一杯のとき）

-1-









3 測定方法
3-1 測定前の操作

入力信号に合わせて、 フィルタ特性、 カットオフ周波数を設定して下さい。

3-2 測定前の注意事項

本器は、 アイソレ ー ション入力ではないので 、 同相電圧を含んだ信号を入力することは
出来ません。 他の増幅器の出力を入力するようにして下さい。

3-3 フィルタ特性の選択

本器におけるフィルタ特性は、 4ポ ールバター ワ ー ス特性と4ポールベッセル特性です。
振幅変化・S/N比を重視する場合はバター ワ ー ス形を、 位相・波形応答を重視する場
合はベッセル形を選択して下さい。

3 - 3- 1 パター ワ ー ス形

バター ワ ー ス形とは 、 最大振幅平坦形で、 その名の通り通過域での振幅が平坦で波をう
たずOdB以上にはならない、 振幅特性が最も理想に近いフィルタです。
しかし 、 振幅特性を理想に近づけた為、 位相特性の方は遮断周波数近辺でかなり激しく
遅れだし、 また通過域でも遅延特性（位相特性を角周波数で微分したもの）が波うつ為、

出力にかなりの影響がでてきます。 例えば、 入力に方形波を加えると出力にはオー バー

シュ ート ・ リンギングが現れます。 これは方形波がかなり広い範囲の周波数成分を持っ
ていて 、 その各周波数成分が遅延特性の違いにより出力にずれて現れる為に生じるもの
です。

3 -3 - 2 ベッセル形

ベッセル形は 、 最大位相平坦形で、 前記のパター ワ ー ス形が振幅特性を理想に近づけた
のに対して、 位相特性・遅延特性を通過域で平坦にしたものです。 従って遮断周波数に
おける降下がパター ワ ー ス形よりなだらかになっています 。

しかし通過域での遅延特性が平坦になっている為、 方形波を入力した場合、 各周波数成
分の出力に達する時間のずれが少なくなる為 、 オーパー シュ ートやリンギングが目立た
なくなります。 つまりベッセル形の方が、 波形歪の少ない出力が得られることになりま
す。
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症状3 出力がふらつく

入カケープルの接続は大丈夫ですか

NO: 入カコネクタの接続を確実に行ないます。
YES 

入カケープルは断線または、 ショ ートしていないか

YES：手直しする。

NO：ユニット内部の故障と考えられます。
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{ 1)本書の内容の全部または 、 一部を無断で転載することは固くお断りいたします。

(2)本書の内容に関しては、 将米予告なしに変更する事があります。
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